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日高市農業委員会が農地等の利用の最適化の推進に取り組むため、法律に基づく指針として、具

体的な目標と推進方法を定めました。 
この指針で定めた目標を達成できるよう、活動に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

●具体的な推進方法 
①農地の利用状況調査と利用意向調査の実施 
・農地法の規程による利用状況調査及び利用意向調査の実施について、協議・検討し、調査
の徹底を図ります。 

②農地中間管理機構との連携 
・利用意向調査の結果に基づき、農地所有者及び農業者の意向を踏まえ、農地中間管理機構
へ貸付けを行います。 

 

 

 

 

 

 

●具体的な推進方法 
①地域における農業者等の話し合いの活発化 
・「人・農地プラン」の見直し等における地域ごとの人と農地の問題解決のための集落座談会
など農業者等による協議の場を通じた話し合いに活発化を図るため、積極的に地域の協議へ
参加します。 

②農地中間管理機構等の連携 
・市、農地中間管理機構及び農協等と連携し、農地中間管理機構に貸付けを希望する遊休農
地、経営の廃止や縮小を希望する高齢農業者等の農地及び農地の出し手と受け手の意向を踏
まえたマッチングを行います。 

③農地の利用調整と利用権設定 
・法人等を含めた担い手の意向を踏まえた農地の集約化のための利用調整・交換と利用権の
再設定を推進します。また、将来的に離農してしまう可能性のある農業者を把握するととも
に、認定農業者に対し農地流動化情報を提供し、農地利用集積活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

●具体的な推進方法 
  ①関係機関との連携 
   ・農協、県農林振興センター等と連携し、農地の借り入れ意向のある認定農業者及び参入希

望者(個人、法人)を把握し、必要に応じて現地見学や相談会を実施します。 
  ②農業委員会のフォローアップ活動 
   ・農業者の高齢化により耕作放棄地となりうる農地等の情報や遊休化のおそれのある農地の

情報を把握し、新規就農等を促進する活動を行います。また、新規就農者の受け入れに関し、
各種補助制度のあっせんや農地の確保等、積極的な支援を行うとともに、地域との受入条件
の調整等を行います。 

 管内の農地面積(A) 遊休農地面積(B) 遊休農地の割合(B/A) 
現   状 

(平成 29年 4月) 
 

892.1ha 
 

36.1ha 
 

4.05％ 
目   標 

(平成 32年 4月) 
 

886.1ha 
 

27.1ha 
 

3.06％ 

 管内の農地面積(A) 農地利用集積面積(B) 集積率(B/A) 
現   状 

(平成 29年 4月) 
 

856ha 
 

60.2ha 
 

7.03％ 
目   標 

(平成 32年 4月) 
 

859ha 
 

78.2ha 
 

9.10％ 

 新規参入者数(個人) 
(経営面積) 

新規参入者数(法人) 
(経営面積) 

現   状 
(平成 29年 4月) 

０経営体 
(０ha) 

０経営体 
(０ha) 

目   標 
(平成 32年 4月) 

３経営体 
(1.3ha) 

３経営体 
(３ha) 

１．遊休農地の発生防止・解消 

２．担い手への農地利用集積・集約化 

３．新規参入の促進 
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農
薬
の
適
正
な
管
理
と
処
分
に
つ
い
て 

平
成

２８
年
２
月
１
日
に
桶
川
市
川
田
谷

地
区
の
江
川
流
域
に
て
魚
の
へ
い
死
事
故

が
あ
り
、
河
川
水
を
採
取
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
は
販
売
及
び
使
用
が
禁
止
と
な
っ
て

い
る
農
薬
成
分
「
エ
ン
ド
ル
ス
フ
ァ
ン
」

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。「
エ
ン
ド
ル
ス
フ
ァ

ン
」
を
含
む
農
薬
を
保
有
し
て
い
る
場
合

は
、
最
寄
り
の
農
協
ま
た
は
購
入
店
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

●
農
薬
の
保
管
管
理
の
徹
底 

１
．
農
薬
の
保
管
管
理
の
徹
底
及
び
盗
難
、

紛
失
の
防
止
に
万
全
を
期
し
、
万
一
盗

難
、
紛
失
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。 

２
．
特
に
毒
物
ま
た
は
劇
物
の
農
薬
は
、

必
ず
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
等
に
保
管
す

る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
保
管
量
を
把

握
し
、
利
用
状
況
を
記
録
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
農
薬
の
適
正
な
処
分 

(

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で)

 

１
．
農
家
等
排
出
事
業
者
自
身
で
、
許
可

を
受
け
た
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
．
農
協
等
が
回
収
・
処
分
し
て
い
る
場

合
は
、
定
め
ら
れ
た
方
法
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。 

被
害
防
止
柵(

電
気
柵)

の
購
入
補
助
に

つ
い
て 

イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
農

作
物
被
害
を
防
ぐ
に
は
電
気
柵
な
ど
の
被
害
防

止
柵
の
設
置
が
効
果
的
で
す
。
市
で
は
、
自
己
所

有
地
ま
た
は
利
用
権
設
定
を
し
て
い
る
農
地
に

被
害
防
止
柵
を
設
置
す
る
費
用
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
場
合
に
は
、
被
害
防
止

柵
を
設
置
す
る
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
産
業
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

●
有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策 

・
ヤ
ブ
や
草
む
ら
は
動
物
に
と
っ
て
、
人
里
ま

で
の
通
路
と
な
り
ま
す
。
農
地
を
適
正
に
管
理
し

て
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

・
動
物
に
と
っ
て
、
畑
は
格
好
の
エ
サ
場
と
な

り
ま
す
。
畑
に
侵
入
さ
れ
な
い
よ
う
、
地
面
に
杭

を
打
っ
た
囲
い
や
電
気
柵
を
設
置
し
、
農
作
物
は

早
め
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。 

 

農
業
経
営
状
況 

調
査
に
つ
い
て(

お
願
い)

 

  

農
地
法
の
規
程
に
基
づ
き
、
本

年
も
８
月
１
日
現
在
の
農
業
経

営
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調

査
対
象
は
「
耕
作
面
積
ま
た
は
所

有
農
地
面
積
が
１０

ａ(

約
一
反)

以
上
の
農
家
」
で
す
。
こ
の
調
査

の
申
告
の
内
容
を
重
視
し
、
農
地

法
の
許
可
申
請
、
農
家
証
明
、
耕

作
証
明
な
ど
の
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
前
年
同
様
で
も
新

た
に
記
入
し
て
の
提
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

同
時
に
配
布
致
し
ま
す
農
地

流
動
化
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
し
ま

し
て
は
、
希
望
者
の
み
、
ご
提
出

く
だ
さ
い
。 

 

毎
年
、
大
変
お
手
数
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

捕獲された有害鳥獣  

イノシシ  

ハクビシン  



  

平
成
２８
年
の
農
業
委
員
会
法
改
正
、
今
年
１
月
の
農
業
委
員
会
委
員
任
期
満
了
に
伴
う
改

選
に
お
い
て
、
１４
名
の
新
農
業
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
に
は
新
た
に

創
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
６
名
委
嘱
し
、
合
計
２０
名
の
新
体
制
で
運
営
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
（
推
薦
ま
た
は
応
募
に
よ
る
公
募
制
に
お
い 

て
、
農
業
委
員
会
委
員
は
市
長
が
任
命
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進 

委
員
は
農
業
委
員
会
長
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。） 

な
お
、
１
月
１７
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員 

会
初
会
議
に
お
い
て
、
会
長
に
横
手
澄
男
委 

員
、
職
務
代
理
に
森
谷
進
委
員
が
選
出
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

  

島村芳孝 委員 

高萩 

清水典子 委員 

中沢 

江連喜美 委員 

新堀 栗坪 楡木 

横手澄男【会 長】 

横手 高麗本郷 清流 

高岡 久保 台 梅原 

浅田カヨ子 委員 

女影 女影新田 

佐藤茂男 委員 

田波目 南平沢 

森谷 進【職務代理】 

駒寺野新田 森戸新田

下高萩新田 

島村 実 委員 

大谷沢 馬引沢 田木 
横田拓也 委員 

野々宮 猿田 

上鹿山 

梅澤三子 委員 

原宿 新堀新田 

旭ヶ丘（高麗川） 

 

道谷淳史 委員 

旭ヶ丘（高萩） 

鳴河のり子 委員 

下大谷沢 高富 

福嶋輝幸 委員 

山根 北平沢 

福井一洋 委員 

中鹿山 下鹿山 

鹿山 

※氏名の下は  

各担当地区（大字）です。 

 
 

師岡一夫 委員 

横手 高麗本郷 清流 高岡 

久保 台 新堀 栗坪 梅原 楡木 

紫藤清司 委員 

山根 北平沢 

南平沢 田波目 

眞通昭彦 委員 

原宿 新堀新田 旭ヶ丘(高麗川) 

野々宮 猿田 上鹿山 中鹿山 

下鹿山 鹿山 

鈴木國昭 委員 

駒寺野新田 森戸新田 高萩 

旭ヶ丘(高萩) 下高萩新田 

庄司 等 委員 

女影 中沢 女影新田 

本藤利一 委員 

大谷沢 下大谷沢 田木 

馬引沢 高富 

農

地

利

用

最

適

化

推

進

委

員 

農

業

委

員

会

委

員 

―４― ―５― 
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日
高
市
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会 

林 

幹
郎 

会
長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美
味
し
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
作
り
の

た
め
の
剪
定
講
習
会
、
接
木
講
習
会

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
先
進
地
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

園
へ
の
お
や
つ
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
を
提
供
し
た
り
、
小
学
生
の
夏
休

み
体
験
教
室
ひ
・
ま
わ
り
探
検
隊
で
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
と
ジ
ャ

ム
作
り
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
サ
イ
ボ
ク
で
の
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
ま
つ
り
や
市
民
ま
つ
り
に
出
店

し
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や 

ジ
ャ
ム
、
ゼ
リ
ー
な
ど 

の
加
工
品
を
販
売
し
て 

い
ま
す
。 

 

日
高
市
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
は
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
、
う
ど
、
お
茶
、

栗
に
次
ぐ
新
た
な
特
産
品
の
創
出
を
目

的
に
、
平
成
１７
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
２４
人
が
所
属
し
、
市
内
各

地
に
広
が
る
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
園

で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
調
査
・
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
回
、
平
成
２９
年
度
か
ら
研
究
会
の

会
長
に
な
ら
れ
た
林
幹
郎
さ
ん
に
研
究

会
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。 

２０
年
ぐ
ら
い
前
に
農
協
の
注
文

で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
買
い

ま
し
た
。
実
が
取
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
食
べ
た
と

こ
ろ
、
美
味
し
く
て
虜
に
な
り
、

友
達
に
あ
げ
て
も
好
評
で
し
た
。 

品
種
に
よ
り
風
味
、
大
き
さ
、

収
穫
時
期
が
違
う
の
で
、
色
々
な

品
種
を
試
し
て
き
ま
し
た
。
鉢
植

え
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
数

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
畑

で
の
栽
培
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
２０
品
種
３
５
０
本
栽
培
し
て

い
ま
す
。 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
に
つ
い
て 

林 幹郎 会長 
撮影場所：林ブルーベリー園（新堀地内） 

熟したブルーベリー 
（６月中旬撮影） 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
の
活
動 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を 

始
め
た
き
っ
か
け
は 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も
、
市
の
特

産
品
と
し
て
だ
い
ぶ
認
知
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
美
味

し
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
作
り
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
市
内
に

あ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
が

観
光
農
園
と
し
て
も
Ｐ
Ｒ
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。 今

後
に
つ
い
て
の
抱
負
を 

お
願
い
し
ま
す 

林ブルーベリー園で摘み
取ったブルーベリー 
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明 

日 

の 

農 

家 

 

 

高

沢 

諒

平

さ

ん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業
大
学
校
へ
行
き
、
基
礎
を
学
び
直

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
日
の
農
業

担
い
手
塾
の
門
を
叩
き
研
修
を
終
え

て
新
規
就
農
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。 

 

 
露
地
野
菜
で
人
参
、
玉
葱
、
じ
ゃ

が
い
も
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
多
品
目
を
育
て
て
い
ま

す
。
主
に
販
売
先
は
地
元
の
ス
ー
パ

ー
や
飲
食
店
へ
卸
し
て
い
ま
す
。
飲

食
店
の
方
と
繋
が
っ
た
切
っ
掛
け

は
、
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
て
、
そ
の
後
も
連
絡
を
取
り
合

い
親
睦
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

そ
の
飲
食
店
で
野
菜
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
お
店
の
イ
ベ
ン

ト
時
に
野
菜
を
使
用
し
て
も
ら
い
、

そ
の
場
で
野
菜
を
紹
介
す
る
こ
と

や
、
食
べ
て
い
た
だ
い 

た
お
客
様
か
ら
の
言
葉 

を
励
み
に
し
て
、
栽
培 

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

緑
豊
か
な
わ
が
ま
ち
日
高
市
で
、
明
日
を
担
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
あ
ち
こ
ち
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
駒
寺
野
新
田
地
区
で
露
地
野
菜
を
中
心
に
農
業
を
営
む
、
高
沢
諒
平
（
た
か
ざ
わ
り
ょ
う
へ
い
）
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

祖
父
が
他
界
し
、
伯
父
が
引
き
継
い

だ
農
業
の
人
手
が
足
り
な
く
な
り
、
ア

ル
バ
イ
ト
感
覚
で
休
日
に
少
し
ず
つ
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
最
中
に
幼
少

期
に
祖
父
と
し
た
農
業
の
事
や
美
味
し

い
野
菜
と
の
触
れ
合
い
を
思
い
出
し
本

格
的
に
始
め
た
い
と
思
い
、
埼
玉
県
農 

ア
ウ
ト
ド
ア
か
ら
イ
ン
ド
ア
ま

で
幅
広
く
色
々
な
事
に
手
を
出
し

て
い
ま
す
。
幼
少
の
頃
は
サ
ッ
カ

ー
を
や
っ
て
い
て
、
高
校
生
の
頃

は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
海
釣
り
、
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
毎
年
友

達
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
一
週

間
く
ら
い
家
を
空
け
て
、
両
親
を

心
配
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。

専
門
学
生
時
代
に
知
り
合
っ
た
人

が
全
国
各
地
に
い
た
り
し
て
、
今

で
も
遊
び
に
行
っ
て
観
光
し
た
り

も
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
友
達

と
キ
ャ
ン
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
遊
ん
だ
り
、
釣
り
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
も
継
続
し
て
や
っ
て

い
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？ 

抱
負
を
お
願
い
し
ま
す 

日
々
農
家
の
先
輩
方
に
公
私
と

も
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
の
自
力
で
は
先
輩
方
の
背
中
に

は
到
底
及
ば
な
い
の
で
、
し
っ
か
り

と
経
験
を
積
み
、
先
輩
方
の
よ
う
に

私
も
後
輩
に
日
高
市
の
良
い
農
業

を
伝
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
結
果
を
出
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
れ
と
今
、
日
高
市
の
若

い
世
代
が
活
気
が
あ
る
の
で
、
農
業

会
議
所
や
む
さ
し
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
地

域
若
手
農
家
の
集
ま
り
）
の
仲
間
と

共
に
、
明
日
の
農
業
を
支
え
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
新
鮮
で
風
味
豊
か

な
野
菜
を
皆
様
に
ご
提
供
で
き
る

よ
う
、
よ
り
一
層
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

自慢のとうもろこし 

趣
味
は
な
ん
で
す
か
？ 

現
在
の
活
動
内
容
は
？ 

高沢諒平（たかざわ りょうへい）さん 
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編
集
委
員
（
順
不
同
） 

橫
田
拓
也 

島
村 

実 

島
村
芳
孝 

清
水
典
子 

梅
澤
三
子 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関であ

る農業委員会系統組織が発行する農業総合

専門紙です。 

「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやす

いよう解説的にまとめています。 
☆発行日 毎週金曜日 ☆購読料 ７００円／月 

お申し込みは農業委員会へ 

 

 

農業者年金は積立年金    【加入用件】 
安心で豊かな老後生活のためには、国民年金だけ     ①国民年金第１号被保険者 

では十分と言えず、老後の生活費は自分で準備する     ②６０歳未満の方 

必要があります。メリットがたくさんある農業者年金に   ③年間６０日以上農業に従事する方 

加入して安全で豊かな老後を迎えましょう。 

 ※加入申し込み、ご相談は最寄りの農協・農業委員会または農業者年金基金へお問い合わせください。 

５月２７日（土）、巾着田にて日高市農業後継

者対策協議会と株式会社アンジェリカ農園が共

同で「親子稲作体験」を開催しました。市内の親

子１８組４８人と都内のアンジェリカ保育園に

通う園児と保護者が参加し、アンジェリカ農園ス

タッフの指導の下、みんなで力を合わせ、最後ま

で苗を植えることができました。 

田んぼの中は、思っていた以上に、一歩を踏み

出すことも難しく、中には尻もちをついて、泥ん

こになってしまう子もいましたが、親子で歓声を

あげながら楽しく体験をすることができました。 

稲の成長と秋の収穫が楽しみです！！ ＜苗を植えている様子＞ 

楽しそうにやっていました 

昨年に続き「ひだか栗フェスティバル」が開催

されます。日高市の特産である高麗川マロンの販

売をはじめ、様々なイベントが開催されます。市

内の和・洋菓子屋の‷栗を使った商品‴も販売され

ますので、ぜひ、ご来場ください。 

●開催日時 平成 29年 9 月 24日 (日) 

      午前９時から午後４時３０分 

●会  場 日高市巾着田曼珠沙華まつり会場内 
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